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東北地方太平洋沖地震およびその後に発生した津波に関する 

女川原子力発電所の状況について 

 

 

当社女川原子力発電所は、１号機および３号機が通常運転中、２号機が原子

炉起動中のところ、平成２３年３月１１日１４時４６分頃の東北地方太平洋沖

地震の発生に伴い、全号機の原子炉が自動停止しました。 

   （平成２３年３月１１日お知らせ済み） 

 

これは、地震発生の際の安全確保策として設計どおり停止したものであり、

現在、全ての号機において、原子炉の温度は１００℃未満の冷温状態にあり、

安全に停止しております。 

この地震による発電所周辺への放射能の影響はありません。 

 

女川原子力発電所では、地震発生後から実施していた巡視点検を終了し、現

在は、設備の点検等を実施しております。 

 

この地震および津波による設備被害や対応状況等について、本日、国へ報告

するとともに、安全協定に基づき、宮城県、女川町、石巻市へ報告いたしまし

た。 

 

これまでに、法令や安全協定に基づき報告した４件の事象のほか、発電所主

要設備への軽微な被害が５５件確認されております。 

また、使用済燃料プール内の異物や放射性雑固体廃棄物のドラム缶の転倒な

どのごく軽微な被害が約５７０件あり、合計の被害件数は、現時点で約６３０

件確認されておりますが、いずれも安全上問題となる事象ではありません。 

 

今回報告した法令や安全協定に基づく４件の報告事象に係る原因と対策、な

らびに５５件確認されている発電所主要設備への軽微な被害については、別紙

のとおりです。 

なお、発電所主要設備への軽微な被害については、今後、点検調査を行い、

対応結果等を定期的にお知らせいたします。 

 

当社としては、法令や安全協定に基づく４件の報告事象についての対策を、

確実に実施してまいります。また、女川原子力発電所で観測された地震および

津波データの分析・評価結果や、東京電力福島第一原子力発電所事故に関する

情報の収集等に努めるとともに、今後も安全対策について検討を進め、必要に

お知らせ 



応じて新たな対策を策定し、一層の安全性向上を図ってまいります。 

 

以 上 

（別紙） 

 １．女川原子力発電所１号機重油貯蔵タンク倒壊に係る原因と対策について 

２．女川原子力発電所１号機タービン建屋地下１階高圧電源盤火災に係る原

因と対策について 

３．女川原子力発電所１号機非常用ディーゼル発電機（Ａ）機能喪失に係る

原因と対策について 

４．女川原子力発電所２号機原子炉補機冷却水系（Ｂ）系、原子炉補機冷却

海水系（Ｂ）系および高圧炉心スプレイ補機冷却水系の機能喪失に係る

原因と対策について 

５．主要設備の被害状況リスト 


